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【標準システム】 【外付システム】

●国保総合 ○母子保健

●後期請求 ○医療費助成

●総合支援 （こども・母子父子・重心）

●出産育児一時金（国保総合） ○ＩＪネット(保険者間調整)

●特定健診 ○コンシェルジュ(風しん)

●介護保険 ○コンシェルジュ(コロナ)

●総合支援 ○審査業務(療養費審査手数料)

○療養費管理(あはき)

財務会計システム

（別紙１）払込請求書作成の流れ

各種システム（汎用ＩＦフォーマット） 払込請求書作成システム

【連合会用】

　・請求一覧(保険者別)

　・保険者別払込金請求一覧

　・還付請求書対象一覧表

【保険者用】

　・請求かがみ

　・払込請求書(４連)

　・還付請求かがみ

　・還付請求書

汎用ＩＦ

フォーマット

データ

取込処理

データ

登録処理

請求帳票

作成処理

消込データ

作成帳票

収納管理

※入金消込

【 銀行 】入金情報

【保険者】銀行振込

データ

個別登録

データ

一括登録

※担当課で保管

※会計係へ連携 ※保険者へ送付

［ 開発範囲 ］



№ 機能概要 参照資料

1 ログイン管理 利用ユーザーの認証を行う機能群

1 ログイン画面 ユーザが利用する際のログイン認証を行う画面 別紙3

2 メインメニュー画面 ログイン認証後に表示するメインメニュー画面 別紙3

2 請求ＩＦファイル連携 各種標準システムおよび外付システムから出力された請求ＩＦファイルを取り込む機能群

1 請求ＩＦファイル管理画面 請求ＩＦファイル（汎用フォーマット）の取り込み指示を行う画面 別紙4

2 請求ＩＦファイル取込処理 請求ＩＦファイル（汎用フォーマット）を取り込んでで請求データを登録する処理 別紙4

3 請求関連テーブル 請求データを登録するテーブル 別紙4

3 請求データ管理 請求データのメンテナンスを行う機能群

1 請求データ管理画面 登録された請求データを指定した検索条件に従って抽出し一覧表示する画面 別紙5

2 請求データ個別登録 新規で請求データを個別で登録する画面 別紙5

3 請求データ一括登録 新規で請求データを一括で登録する画面 別紙5

4 請求データ編集登録 ＩＦファイル取込・個別登録・一括登録された請求データを更新または削除する画面 別紙5

5 請求データExcel出力処理 検索された請求データ一覧をＥｘｃｅｌに出力する処理 別紙5

4 請求関連帳票作成 各種請求関連の帳票およびＣＳＶファイルの作成を行う機能群

1 請求関連帳票作成画面 各種請求関連帳票の作成処理を指示する画面 別紙6

2 『請求一覧(保険者別)』作成処理 請求先別(保険者別)に請求情報を出力する一覧表（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

3 『請求かがみ』作成処理 請求先向けのかがみ文書（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

4 『保険者別払込金請求一覧』作成処理 収納区分コード毎に請求先別の請求金額を出力する一覧表（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

5 『払込請求書』作成処理 収納区分コード毎に請求先が銀行振込で使用する払込請求書（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

6 『還付請求かがみ』作成処理 還付請求先向けのかがみ文書（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

7 『還付請求書対象一覧表』作成処理 収納区分コード毎に還付請求先別の還付金額を出力する一覧表（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

8 『還付請求書』作成処理 収納区分コード毎に還付請求先の振込口座を記入してもらう用紙（ＰＤＦファイル）を作成する処理 別紙6

9 『消込データ』作成処理 財務会計システムに連携する消込データ（ＣＳＶファイル）を作成する処理 別紙6

5 帳票ファイル管理 請求関連帳票のＰＤＦファイルおよびＣＳＶファイルを取得するための機能群

1 ダウンロード指示画面 作成されたファイルのダウンロードを指示する画面 別紙7

2 請求関連帳票ダウンロード処理 作成された各種請求関連帳票のＰＤＦファイルをダウンロードする処理 別紙7

3 消込データダウンロード処理 作成された消込データのＣＳＶファイルをダウンロードする処理 別紙7

6 マスタメンテナンス 各種マスタデータのメンテナンスを行う機能群

1 マスタメンテメニュー画面 各種マスタを起動するメンテナンスメニュー画面 別紙8

2 新年度マスタ作成 年度単位で管理している各種マスタデータを新年度用に複製する機能 別紙8

3 理事長名マスタ 理事長名を管理する画面 別紙8

4 日付管理（納期日・請求日） デフォルトで設定する日付が休日・祝日にあたった場合に繰り上げまたは繰り下げの調整をする画面 別紙8

5 担当者マスタ 操作を行う担当者（ユーザー）を管理する画面　※ログインアカウント 別紙8

6 所属マスタ 所属（部署）コードを管理する画面 別紙8

7 収納区分マスタ 財務会計システムで管理している収納区分コードを管理する画面 別紙8

8 保険者マスタ 請求先となる保険者コードを管理する画面 別紙8

9 法制マスタ 法制番号を管理する画面 別紙8

10 会計マスタ 会計コードを管理する画面 別紙8

11 押印ファイルマスタ 請求書に押印する印影（画像イメージデータ）を管理する画面 別紙8

12 保険者区分マスタ ※1 保険制度コードを管理する画面 別紙8

13 銀行マスタ ※1 銀行コードを管理する画面 別紙8

（別紙２）機能概要

機能名称



14 口座マスタ ※1 口座番号を管理する画面 別紙8

15 公費負担マスタ ※1 公費負担者番号を管理する画面 別紙8

16 肩書マスタ ※1 理事長の肩書を管理する画面 別紙8

17 システム管理マスタ ※1 取り込む請求ＩＦファイルの識別コードを管理する画面 別紙8

18 システムコードマスタ ※1 取り込む請求ＩＦファイルの詳細情報を管理する画面 別紙8

7 操作履歴管理 各種操作履歴を管理（照会）する機能群

1 取込履歴管理 ※2 いつ、だれが、どのＰＣから請求ＩＦファイル取込処理をしたか照会する画面 別紙9

2 アクセス履歴管理 ※2 いつ、だれが、どのＰＣから画面操作したか照会する画面 別紙9

3 出力履歴管理 ※2 いつ、だれが、どのＰＣから帳票作成処理したか照会する画面 別紙9

8 決算剰余金清算管理 本年度の各種手数料を前年度の決算余剰金（各種手数料）から清算（相殺）する機能群

1 決算剰余金登録画面 収納区分別の保険者別に清算するための前年度余剰金を登録する画面 別紙10

2 決算剰余金清算処理 登録された前年度余剰金を該当月の請求データより清算する処理 別紙10

9 テーブル一覧 本システムで管理しているテーブル群

1 マスタテーブル マスタデータを格納するテーブル 別紙11

2 トランザクションテーブル トランザクションデータを格納するテーブル 別紙11

10 再構築における改善対応 次期システム構築時に改善したい内容

1 改善内容一覧 改善内容および改善理由を記載した一覧 別紙12

2 インボイス制度に伴う改善一覧 令和５年１０月１日より開始のインボイス制度に伴う改善内容を記載 別紙12

※1 現行は、データ格納テーブルは存在するがデータメンテナンス画面が未実装となっているため、新たに作成する。

※2 現行は、データ格納テーブルは存在するがデータ照会画面が未実装となっているため、新たに作成する。



２．メインメニュー画面

（別紙３）ログイン管理

１．ログイン画面

【参照資料】

① ⇒ （別紙4）請求IFファイル連携

② ⇒ （別紙5）請求データ管理、（別紙6）請求関連帳票作成、（別紙10）決算剰余金清算管理

③ ⇒ （別紙7）帳票ファイル管理

④ ⇒ 本機能は廃止とし、（別紙9）操作履歴管理に置き換える

⑤ ⇒ （別紙8）マスタメンテナンス

①

②

③

④

⑤

『担当者マスタ』に登録されている、ユーザー情報により

認証判定を行う。



（別紙４）請求ＩＦファイル連携

１．請求ＩＦファイル管理画面

既に取込んだ請求ＩＦファイルを

一覧表示するための検索条件

これから取り込む請求ＩＦファイル情報の指定

取り込むデータに付加するして登録する情報

【付加情報】

・会計年度 ・請求年月 ・処理年月 ・対象年月



■請求ＩＦファイル取込の流れ（現行処理を参考として示す）

①ＣＳＶファイル読み込む

↓

②ワークテーブルに書き込む

↓

③設定値の物理チェックを行う

│・項目数が正しく設定されているか

│・レコード数が正しく設定されているか

│等

↓

④設定値の論理チェックを行う

│・属性が正しく設定されているか（設定値の型・桁数）

│・仕様に沿った値が正しく設定されているか（設定値の妥当性）

│・マスタに登録されているコードが設定されているか

│・他項目と関連する値として整合性がとれているか

│等

↓

⑤上記③・④のチェックでエラーとなった場合、エラー内容が確認できるよう画面または帳票に出力し、処理は中止する。

↓

⑥上記③・④のチェックで正常の場合、トランザクションテーブルに書き込む

■特記事項

以下のケースの場合、請求ＩＦファイルの内容を取込処理にて編集して登録する。

例）

請求ＩＦファイルの登録内容

（マイナスの明細行）

［収納区分］マスタで管理している『マージフラグ』の設定値に応じて次のいづれかの登録方法となる

２．請求ＩＦファイル取込処理

（次ページに続く）

（取込）



（１）『マージフラグ』に"1"が設定されている場合

※明細行のプラス分とマイナス分が合算され請求書が作成される

↓（相殺された金額で連請求書が作成される）

（マイナスの明細行） （プラスの明細行）

（２）『マージフラグ』に"0"が設定されている場合

※明細行のプラス分とマイナス分が分割され請求書が作成される

↓（プラス分の４連請求書が作成される）

（プラスの明細行）

↓（マイナス分の還付請求書が作成される）

（マイナス明細行）



【請求管理テーブル】（現行テーブルを参考として示す） 【請求明細テーブル】（現行テーブルを参考として示す）

３．請求関連テーブル



クリックすると クリックすると

［５］シートの『請求データExcel出力処理』 ［２］シートの『請求データ個別登録』

に遷移する。 に遷移する。

クリックすると

［３］シートの『請求データ一括登録』

に遷移する。

該当の行をダブルクリックすると、 クリックすると クリックすると

［４］シートの『請求データ編集登録』 （別紙6）請求関連帳票作成の 選択されている行が

に遷移する。 ［１］シートの『請求関連帳票作成画面』 削除される。

に遷移する。

（別紙５）請求データ管理

１．請求データ管理画面

既に登録されている請求データを

一覧表示するための検索条件



　※上記の画面で収納区分に“9999”（その他）が設定された場合

２．請求データ個別登録

請求データの入力値

クリックで入力した請求データを

個別登録

入力した収納区分に応じて

入力項目の属性が変化する

※『保険者マスタ』に登録されていない

請求先への登録に対応するため、

手入力を可能にしている



【補足：操作の流れ】

① 下記の検索条件を指定し、［データ表示］ボタンをクリックし、一括登録の対象となる請求先の一覧（画面下部）を表示する。

（検索条件）

会計年度・会計コード・収納区分

請求年月・処理年月・対象年月

明細番号（収納区分に属する明細の番号）

※一括登録の対象となる請求先は、収納区分に紐づけされた『保険者マスタ』に登録されている保険者コードおよび保険者名称が表示される。

② 表示された一覧（画面下部）は、以下の様に表示される。

既登録の請求データが有る場合　⇒　請求件数および請求金額に登録されている値が表示される。

既登録の請求データが無い場合　⇒　請求件数および請求金額が０（ゼロ）で表示される。

③ 表示された一覧（画面下部）にて、一括登録の対象となる請求先に下記の項目の入力を行う。

（入力項目）

請求件数

請求金額

④ 入力が完了したら［鉛筆アイコン］をクリックすると請求データが登録される。

⑤ ［クリア］ボタンをクリックすると画面が初期化されるので、検索条件を変えて①～④の操作を繰り返すことができる。

※収納区分に複数の明細が登録されている場合、明細番号を変えて入力を繰り返す。

３．請求データ一括登録

請求先毎の

請求データの入力値

クリックで入力した請求データを

一括登録

入力する請求データの

ｋｅｙとなる検索条件



４．請求データ編集登録

既登録データの編集登録のため

この部分のみ編集が可能

クリックで入力した請求データを

編集登録

クリックで登録した請求データを

削除



５．請求データＥｘｃｅｌ出力

指定した場所に

Ｅｘｃｅｌファイルが保存される

『１．請求データ管理画面』の

一覧表示イメージが作成される



１．請求帳票作成画面

（別紙６）請求関連帳票作成

既に登録されている請求データの

請求関連帳票を作成するための

検索条件

上記の検索条件で対象となった

収納区分をさらに絞り込む指定

作成する帳票の出力項目に

設定する出力内容を指定

請求関連帳票の作成処理が実行され、

帳票それぞれのＰＤＦファイルおよび消込ファイ

ルが作成される

また、作成された各ファイルは『（別紙７）帳票

ファイル管理』の画面より取得する



　

２．請求一覧(保険者別)



３．請求かがみ



　

４．保険者別払込金請求一覧



５．払込請求書

本帳票は改竄防止のため、ＰＤＦファイルに編集不可等のセキュリティ設定を

行って作成する



■特記事項

『（別紙１２）再構築における改善対応　２．インボイス制度に伴う改善一覧』の№８に記載している、

『払込請求書』作成処理における帳票レイアウトの変更イメージを以下に示す。



６．還付請求かがみ



７．還付請求書対象一覧表



８．還付請求書



ファイル形式：固定長

９．消込データ



クリックすると

［３］シートの『消込データダウンロード処理』

に遷移する。

クリックすると

［２］シートの『請求関連帳票ダウンロード処理』

に遷移する。

（別紙７）帳票ファイル管理

１．ダウンロード指示画面

作成された帳票ファイルおよび消込ファイル

を

作成された帳票名称をダブルクリックすると

該当のＰＤＦファイルが開く（Acrobat Reader）



２．請求関連帳票ダウンロード処理

指定した場所にＰＤＦファイルが

保存される



３．消込データダウンロード処理

指定した場所に消込データが

保存される



（別紙８）マスタメンテナンス

１．マスタメンテメニュー画面

※未実装画面の追加

（別紙２）機能概要の※１で記載している、データメンテナンス画面が未実装となっている機能については、

新たに画面を作成し、本メニュー画面より起動できるようにする。



３．理事長名マスタ画面 ４．日付管理（納期日・請求日）画面

２．新年度マスタ作成画面

[データ作成］ボタンの処理は、

『会計年度』の項目を有しているマスタのカレント年度の

レコードを、画面で指定している会計年度に置き換えて、

一括でコピー登録を行う。



６．所属マスタ画面

５．担当者マスタ画面



　　　　　　※該当行をダブルクリック

７．収納区分マスタ画面

※収納区分マスタのテーブル構成



９．法制マスタ画面

８．保険者マスタ画面



１１．押印ファイルマスタ画面

１０．会計マスタ画面



１６．肩書マスタ

１７．システム管理マスタ １８．システムコードマスタ

１２．保険者区分マスタ

１３．銀行マスタ

１４．口座マスタ

１５．公費負担マスタ

※データメンテナンス画面が未実装のため、参考にテーブルイメージを記載



２．アクセス履歴管理

３．出力履歴管理

（別紙９）操作履歴管理

※履歴照会画面が未実装のため、参考にテーブルイメージを記載

１．取込履歴管理



　本画面では、収納区分別の保険者毎に以下の金額を登録する。

・ 前年度に発生した剰余金の総額

・ 当月分として発生する清算額

※ 剰余金とは、前年度に保険者から手数料として収納した金額を、本年度の調整で一部を保険者に返還する金額のこと。

但し、剰余金の清算は手数料金額より清算（相殺）するため、当月分の手数料金額より多い場合は清算が完了するまで

数ヶ月にまたがる場合がある。また、剰余金が発生しない年度もある。

【画面イメージ（参考）】　

現行では『請求データ一括登録画面』と共用しているが、画面・機能は見直した上で専用画面とて新規に作成し、

データの格納テーブルも別で管理する。

←登録する条件を指定

←請求先毎の清算額を入力

【清算（相殺）イメージ】　

・前年度の剰余金は、本画面にて清算開始月を指定して事前に登録する。

・当月分の清算額は、登録されている手数料より、本画面にて自動で算出して清算額を登録する。

※『払込請求書』作成処理では、剰余金残額が残っていて、かつ清算額が登録されていない場合は

　 作成処理ができないようにする。

【払込請求書の作成イメージ】　

（別紙10）決算剰余金清算管理

１．決算剰余金登録画面

２．決算剰余金清算処理

登録した剰余金の総額

【剰余金残 >= 手数料 の場合】

手数料の全額が清算額となり、

請求額は¥0となる

本画面で清算額を登録すると、払込請求書に

『控除額』（清算額）の明細行が追加される

【手数料 > 剰余金残 の場合】

剰余金残の全額が清算額となり、

請求額は手数料 - 剰余金残 となる
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払込先の口座情報を格納。

収納区分情報を格納。

財務会計と紐付くように定義し、払込請求書作成システムでは内部収納区分テーブルを参照する。

会計情報を格納。

内部請求番号、請求番号、その他用請求番号の採番に使用する。

銀行情報を格納。

※銀行番号、銀行名が格納されている。

肩書情報を格納。

公費負担の「診療報酬」、「審査支払手数料」を区別する為に、法制番号をキーに内部収納区分を定義する。

（別紙11）テーブル一覧

１．マスタテーブル

請求データ取込み時に使用する、各システムを英字１文字で区分けした情報を格納。

各システムの請求データ情報を操作できる、所属コードをシステムコードと紐付け格納。

払込請求書に使用する理事長印の画像を格納する。M_押印管理

所属課・係情報を格納。

内部収納区分の明細情報を格納。

本システムにアクセスする担当者情報のデータを管理。

内部収納区分情報を格納。

納期日及び請求日が土・日・祝にあたる日の繰上と繰下日を登録する。

M_管理番号

M_銀行

M_肩書

M_法制

M_公費負担

M_口座

M_収納区分

M_所属

Ｍ_請求明細

M_役職

№ テーブル名 概要

M_担当者

M_内部収納区分

M_日付管理

M_保険者

M_保険者区分

保険者情報を格納。

制度区分情報を格納。

各制度では、保険者は同じでも、保険者番号が異なる場合があるため、制度ごとに保険者情報を切替えるために使用。

保険者マスタの区分コードと紐付く。

法制情報のデータを格納。

※検索条件時に使用する。

役職情報を格納。

M_システムコード区分

M_システム管理

M_会計

TBL_請求明細

TBL_取込履歴

TBL_アクセス履歴

TBL_出力履歴

請求データを格納。

※明細情報は、「TBL_請求明細」に格納される。

請求データの明細情報を格納。

請求データを取り込んだ履歴情報を格納。

アクセス履歴、ログの情報を格納。

帳票の出力履歴情報を格納。

№ テーブル名 概要

２．トランザクションテーブル

TBL_請求管理
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19 ８．決算剰余金清算管理

４．請求関連帳票作成

６．マスタメンテナンス

３．請求データ管理

２．請求ＩＦファイル連携

２．請求ＩＦファイル連携

６．マスタメンテナンス

６．マスタメンテナンス

３．請求データ管理

６．マスタメンテナンス

４．請求関連帳票作成

３．請求データ管理

６．マスタメンテナンス

６．マスタメンテナンス

（別紙12）再構築における改善対応

１．改善内容一覧

「請求かがみ」が全課で利用できるよう対応する。

分割するには請求データのキー情報に関係するので、これまでデータパッチを行うことで対応していたた

め。

※キー情報の一つである『収納区分』に枝番を別途設ける。

各課に合った「請求かがみ」の文言がマスタ等に登録することが出来ず、そのため統一の文言となっている

ことで利用されていないため。

３．請求データ管理

３．請求データ管理

３．請求データ管理

２．請求ＩＦファイル連携

２．請求ＩＦファイル連携 請求データの取り込みは、フォルダ単位（複数ファイルを一括取込）で取り込むことを可能にする。

請求データの取り込みは、データチェックのみ行えるようにし、請求データの事前チェックを可能にする。

請求データの取り込みは、同一ファイル（ファイル名・タイムスタンプ等が同じ）の２重取り込みが操作上分か

るようにする。

全てのマスタに会計年度を付加し、年度切り替え時にマスタ整備が事前に行えるようにする。

請求書に出力する代表者情報（肩書・氏名・印影）を該当期間（自～至）の指定ができるようにし、切り替え

設定を事前に行えるようにする。

請求データ個別登録画面の請求先を検索して設定できるようにする。

請求データ個別登録の請求明細名称を手動入力にも対応する。

請求データ一括登録の請求先一覧に該当する全制度の保険者が表示されるので、制度毎に表示できるフィ

ルタを設ける。

№ 機能種別 改善内容 改善理由

新事業の請求ＩＦファイル受け入れは、マスタ設定を行うことで可能にする。

請求データ一括登録を保険者マスタに登録していない個人宛の請求先にも対応する。

決算剰余金清算処理は相殺金額を手動登録することになるが、入力金額の妥当性および相殺後の残額が

確認できるようにする。

請求書（４連）の再発行の際、前回発行時の請求番号と同一の番号で発行ができるようにする。

請求書を発行後に、請求データの内容変更（件数・金額）が発生したものを一括で再発行できるようにする。

保険者の要望による請求書（４連）の分割できるように対応する。（請求データ編集登録）

「請求かがみ」は法制番号毎に作成されるが、複数の法制番号を１枚にまとめて出力できるよう対応する。

請求データの値を変更した際、変更履歴が無いため前回の値が分からないので対応する。（請求データ編

集登録）

「保険者マスタ」は、国保総合システムよりデータ取得が可能なので、ファイル連携ができるよう対応する。

「収納区分マスタ」は、会計係よりデータ取得が可能なので、ファイル連携ができるよう対応する。

新規の受け入れはプログラム改修が必要となっているため。

単独のファイル取り込みとなっているため。

請求データの事前チェックがテスト環境でしか行うことができないため。

分割されたファイルを取り込む際、追加登録か上書登録かを選択することはできるが、同一ファイルの再取

り込みを防ぐことができないため。

会計年度が無いマスタは、年度切り替え直前にマスタ整備を行うことになるため。

請求先リストボックスに、同一市町村で保険者番号が違うものも含め、全保険者分が表示され、その中から

該当の保険者を探すのが煩わしいため。

収納区分マスタに登録されている請求明細名称しか指定できないので、一時的な請求書発行にも対応する

ため。

該当の請求先（保険者）を探すのが煩わしいため。

求償事務（業務管理課）や駐車場代（総務課）で作成している請求データ登録が、個別登録でしか作成でき

ないため。

これまで、件数ベースで自動的に相殺処理を行う機能を、総務課からの指示により金額ベースで手入力に

よる相殺処理とすることになり、入力額や相殺残額の確認ができないため。

同一請求番号で再発行することで、消込データと不整合にならないようにするため。

請求書発行時、未発行分または発行済分のフィルタしかなく、変更のあった分のみを一括で再発行すること

ができないため。

公費の場合、１カ所の請求先に複数の「請求かがみ」が作成されるので、収納区分のグループ化を可能に

することで、自由に作成したい「請求かがみ」が制御できるため。

請求データの値を更新する際、変更前のレコードは論理削除し、変更後のレコードを追加登録することで変

更履歴として残し確認ができるようにするため。

ファイル連携を可能にすることで、データメンテナンスの作業を軽減するため。

ファイル連携を可能にすることで、データメンテナンスの作業を軽減するため。

切り替え直前に代表者情報の更新を行うことになるため。
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２．インボイス制度に伴う改善一覧

№ 機能種別 改善内容 改善理由

２．請求ＩＦファイル連携 請求ＩＦファイル取込処理

請求ＩＦファイルに設定されている『単価』は税込み金額になっているので取り込む際は一度、割り戻しを行い

税抜き金額にした上で、明細行あたりの請求金額を計算する。

３．請求データ管理 請求データ個別登録

収納区分マスタに設定されている『単価』は税込み金額になっているので取り込む際は一度、割り戻しを行

い税抜き金額にした上で、明細行あたりの請求金額を計算する。

３．請求データ管理 請求データ一括登録

収納区分マスタに設定されている『単価』は税込み金額になっているので取り込む際は一度、割り戻しを行

い税抜き金額にした上で、明細行あたりの請求金額を計算する。

３．請求データ管理 請求データ編集登録

収納区分マスタに設定されている『単価』は税込み金額になっているので取り込む際は一度、割り戻しを行

い税抜き金額にした上で、明細行あたりの請求金額を計算する。

４．請求関連帳票作成 『請求一覧(保険者別)』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

４．請求関連帳票作成 『請求かがみ』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

４．請求関連帳票作成 『保険者別払込金請求一覧』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

４．請求関連帳票作成 『払込請求書』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

４．請求関連帳票作成 『還付請求かがみ』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

４．請求関連帳票作成 『還付請求書対象一覧表』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

４．請求関連帳票作成 『還付請求書』作成処理

請求データに登録されている明細行あたりの請求金額は税抜きの金額になっているので、１つの請求書に

おいて請求金額の合計を計算した後、消費税額を算出し出力する。

６．マスタメンテナンス 消費税率マスタの新設 将来、消費税率が変更となることを想定し、新たに消費税率マスタを新設する。


